


第１節

そして、僕は堕ちた。

なぜだろう。人が、動物が住んでいれば当たり前にあるはずの物、事、時間が無くなってしまっ

たような。

いや、無いのだ。

なぜだろう。

昨日まで、１ヶ月前まで、１年前まで、

ごく日常であったはずの時間が存在しない。すでに。そしてこれからも―――

なぜだろう。

僕はミスを犯したのか。

それとも―――

そして僕は堕ちた。



第２節

人の足音がこっちに向かっている。駆け足になった。

なぜだろう、逃げてみる。

危機が、異次元が、恐怖が、怪異が迫って、自分を噛み千切って行くような

そんな気がしてならない。

逃げ続ける。走る。走る。前方に壁、空を突っ切るようなそり立つ壁。

壁との距離はそんなに無い。

大量の汗が、体は火照ようとも、感性が、想像が体を冷やす。

足が震える。崩れそうだ。

暗い、狭いのか広いのかが分からない。

ただひたすらに逃げるだけ。

他に方法は？

ない。戦おうとして相手が、それが、自分の敵わない敵ならば―――

目の前に壁が、上の見えない壁が立っている。

他に方法は？

ない。戦おうとして相手が、それが、自分の敵わない敵ならば―――

いや、立ち止まって向き直りざまに構えるのも一理か。



第３節

そこに少女が立っている。持っている。笑っている。構えている。

そして、狙っている。この僕を―――

銃声が響く。

機関銃ということぐらいしか素人の僕には分からない。

ただ分かることは、

僕を殺そうと―――いや、もう殺されているのだろうか。

腕を撃たれた。

胸を撃たれた。

足を撃たれた。

腹が減ったようだ。

おいしい肉体のにおいがする。

捩って口に入れ、飲み込む。

「おいしいです。ケルザス様」



第４節

人を殺せば悪魔が犯人を闇の世界へ堕とす。

ラズニス教の教えにはそうあるみたい。

でもその教えは４００年も前の話。

ありえない、と私は思ってる。

もちろん友達だって同じなはず。

でも違った。

私は人を殺した。

私の足首を舐め回すヘンタイが今日も私を押し倒したから。私はまだ高校生なのに……。体は欲

しがってる。

でも、決めてた。押し倒されたら殺そう。

何故って、それはコイツが私の好みではないから。

それだけ、簡単でしょ。とても簡単な理屈。

だから私は人を殺した。

その時願った。「神様、これはこの世界にとって良い行いです。罪なんかありませんよね」って

。

願ったわけじゃない。神様にこじつけた。

神様なんていない事くらいわかってる。

だけど私も人間。弱気になれば縋ってしまう。

しようがないこと。しようがないこと。

それでも、―――否、だから私は堕とされた。

私は、堕ちてしまった。



第５節

「お目覚めのようだねぇ。これからあんたを蜂の巣にしてあげるよ。」

背筋がぞっとした。マンガで言うとこの殺気ってやつみたい。

膝枕されて私の頭に黒く冷たい何かが押し付けられていて―――

殺される、と思った瞬間には、すでに飛び起き走り始めている。

なぜか追って来ない。後を振り返っても誰もいない。

そして前を向いた時にはすでにそこには、

―――少女が機関銃で私を狙っていた。

「私はミーナよ。俗に言う闇の世界の支配者の遣い『ロスト』のトップ。そして今日のご命令も

また、堕ちてきた人間を殺す事。つまり、あなたを殺す事」

意味が分からない。違う、すでに全てを把握した気がする。

闇の世界は存在している。

「冗談はやめて」

だめだ。やっぱり頭がついていけない。

「冗談なんかじゃないわよ。でも、見込みがあれば……フフ、楽しみだよ」

恐い、暗い、寒い、苦しい。

そういえば、何か体がおかしい。

力が入らない。

この世界は狂ってしまった。

私もその要因の１つ。

違う、頭がおかしい。

私は誰かに支配されていくの？

どうして私の人生は狂ってしまったの？



第６節

ケルザスって誰だ。

おいしいって何だ。

自分は誰だ。

目覚めるとそこは暗闇と冷たさのみが支配する世界。多分、さっき僕が殺されてからその

まま……！

なぜ僕は生きているんだ。自分の手を体の其処彼処にあてる。

体の異常はなし。腕も治っている。胸も足も問題ない。

夢か幻、否―――

下には血だまり。

っそして、心臓の鼓動が感じない。

何故だ。おかっかおかしおかおおかぁあああ

「…っ！！！うわぁあああああぁあああ！！！」

自分は狂ったようだ。



第７節

私は悪い夢でも見ていたのかな。

目の前は、真っ白。いや、目覚めたばかりだからだと想う。

体がとても重く感じる。上体を起こし、周りを確かめてみればそこは……

そしてまた気を失った。その空間が遊園地に良くある一面ガラス張りの部屋だからという理由で

はなく、自分の姿が―――

真っ黒な獣になっていたからだ。



第８節

脳に何かが響く。雑音……誰かの声だろうか、痛い。脳が今にも壊れそうだ。

否、すでに壊れている。記憶が蘇ってくる。追われ、撃たれ、そして、食べた。

わなわなと震えが止まらなくなってくる。そしてそこに、僕の脳に声が響いた。発狂しかけた自

分を何とか押さえ、耳を……違う、脳を傾けてみる。

「……殺せ」

かすかに声が、年取ってしわがれた声が聞こえる。

「人間は腐るほどある。お前に使命を与えよう。人間を５６４人殺すのじゃ。今すぐに殺すのじ

ゃああぁあ。その時、お前は人間として元の世界に戻る事ができる。人間がいるからお前はここ

へ堕とされた。憎いだろ。憎いだろぉ」

「……はい、ケルザス様、その通りでございます」

何を言ってるんだよ。体が……体が言う事を―――

「憎いなら殺せ。殺すんじゃ。殺せ……」

「ケルザス様の仰せのままに」



第９節

僕の中では、まるで外から来た違う意思が体を乗っ取っているような感じだ。本来の自分と、そ

れから狂った何か。

どうやら、一定の環境・状況に置かれると、狂った方が僕の体を支配するらしい。そして支配さ

れているのにもかかわらず、頭では、もう１人の、自分が、僕が生きている。でも、もう１人の

自分には抗うすべも無い。

どうすればいいんだ。



第１０節

声が聞こえなくなった。神経の情報と言えば良いのか、感覚が戻ってくる。あまりに急だから痛

いくらいだ。

もう心臓がどうとか殺せとかどうでもいい気がしてきた。ははっ。

悩んでいてもしようがない。もともと諦めやすい性格だし、時間が過ぎればどうにかなるだろう

。

否、どうにでもなれだ―――

そして突然、爆音がした。

ボウリング球を１０階からアスファルトの地面へ落としたような、

―――そう、ボウリング球が割れたような。

１０メートルほど先に、１５歳くらいの女の子が地面に仰向けになって寝ている。否、震えて

いる、痙攣していた。

一瞬無視してみようかと思ったが、やはり駆け寄る事にした。

助けられるかどうかなんて、後に回そう。



第１１節

少女は凄まじい事に

―――否、面白い事になっていたぁ。

元に目を引くのが地面に広がり続けるコレ。

「血だまりスケッチ」ってやつか。

開ききった瞳孔に、あらぬ方向に曲がったままの左太腿から先の部分。よく見れば、体全体が半

分ほど地面に埋まっている。芸術だね、これは。

口がヒクヒクしている。まるでオレに食ってくれと言わんばかりではないか。今すぐもぎたい。

食べたい。ふははははっ、いっただっきまぁ〜す。

僕は何も抵抗できなかった。



第１２節

何回起き上がり、気絶したんだろう。

でもやっぱり、私の姿はそのまま。

身長も同じ、体重だって手足の長さだって多分

変わりはないと思う。でも、それでも私は違う。

違うように見せているモノ、それは―――

全身を覆う毛、毛、毛。真っ黒でもさもさした毛。

人間とは到底思えないほどにはえている。

ニホンザルでも絶対にここまでは生えないと思う。

毛は１０ｃｍくらいかな。私の部分もそうだった。

全てびっしり、顔までびっしり、足の裏まで。

こわいここわいいこわっこここわっ―――

滝のように流れ出る汗、汗、汗。

――いわっいこわこわいっくわこいわっこわ―――

「っひぎゃああああぁあぁぁああ」



第１３節

むしゃバキびきびきぐしゃあり―――

うまい、うまい。うますぎて気絶しそうだ。

腕をもいで食べる。

腹を抉って食べる。

胃を手のひらに乗っけてみる。プリンが目の前で重なる。

口へ運ぶ。うまい。

さて珍味といこうではないか。

眼球、ぷるんとしたこの感じ、ムニムニ。

舌、ペタンとしてるが、これがまた良い。モグモグ。

つめ、スナックみたいに一口で、パキパキ。

おいしいです。ケルザス様。



第１４節

なぜ私はこんな身体になったの。

――それは人を殺したからだよ。

でもここまでしなくても…。

――死ぬよりはマシでしょう？

こんなんなら死んだ方が…。

――死んだ方が？

私をこんなのにした奴が目の前にいたら

こんな会話をするのかな。

なんかもう……つかれた。

何回失神したかわからないなんて、

私もうおかしいんだ。

もうやだやだやだ。

なぜ私はこんな身体になったの。

それは人を殺したから。

でもここまでしなくても…。

死ぬよりはマシでしょう。

こんなんなら死んだ方が

死んだほーが？

――否、なぜ私はこんな身体になったかなんて決まってるじゃないの。

私にからんだ人間がいけないんだ。

そう、人間が悪いんだ。

人間が悪い人間が悪い人間が悪い人間―――

人間を虐めたい。



第１５節

くっ…！なんてことをしてしまったんだ。

目の前にあるのは　食べるところの、否肉のないただの骨の山。

丁寧に頭蓋骨の中まで食いやがった。

『もう一人の自分』の動きを邪魔することさえできない。

本当に支配された。記憶も少し飛んでいる。

でももう、どうでもいい。

否、どうでも良くしなければ精神が持たない。

もたなくなれば、本当に支配されて終了（ジ・エンド）だ。

さすがにそれはいやだ。

僕の身体を支配なんかされたくはない。

しかし―――



第１６節

人間をいじめたい。

そんなことを思った瞬間、

いきなり身体が軽くなった。

いつの間にか身体が元に戻っていく。

毛が無くなっていく。

全ての毛が１本１本ていねいに

みじん切りされたようにパラパラになったところで消えた。

何だったのかな、今の。

そして、そこに、あの機関銃が置いてあった。見間違えるわけが無い。

私を狙った―忘れもしないあの名『ミーナ』の―機関銃

拾うために立とうとした瞬間、眩暈が起きた。

否、眩暈などではなく、何かもっと違うものが―――。



第１７節

私には記憶が流れ込んできたらしかった。

色々な記憶。暗いもの、寂しいもの。悲しいもの。

そんなのばかり。そしてそれが、今までの「闇の世界の支配者達」の記憶だとすぐわかった。ミ

ーナを間近で見ている記憶が沢山、そしてミーナは毎回おじぎをしている。何だろう。変な感じ

がする、面白い記憶なのかな。

そこにミーナが現れた。

頭でわかっていても、やっぱり自分自身の記憶が一番みたい。

立ち上がって身構えてしまった。

しかしそんな私をまったく気にしないで、ミーナはまるで定型文を読み上げるようにして私に言

った。

「『前』闇の世界の支配者様が次の闇の世界の支配者にふさわしい方をお選びになられました。

それがあなたさまです。私はあなた様の使い「ロスト」の長、ミーナでございます。何なりとご

命令ください」

「…」

私はしばらく黙りこんでしまった。

頭のどこかでこんなことになるってことも想定済みだったのかもしれないけど、やっぱり驚いた

。そして―――

「前闇の世界の支配者様が最後にされたご命令の内容は、

この世界に落ちた人間共を殺しつくすことでございました。

いかがいたしますか」

そんなのだめ、って言おうとしてとどまった。

何かが引っかかった気がする。否、もう気づいているのに。

私は人間を虐めたい。私はずっとそう思っていた。

人間なんか嫌い。大嫌い。それなら―――

「そのまま続行しなさい」

「かしこまりました、ラクア様」

ついつい言っちゃった。



第１８節

支配された方が楽なのだろうか。

一瞬そんな思いが沸き立った。

いや駄目だ。それだけは僕が許さない。

絶対に、そう絶対に。

そしてまたあの音がした。あのいやな音が。

聞いただけで吐きそうになる。

つらい、でもがんばれ自分。

そうだ、目を閉じていれば何とかなるのでは。

そうだそうだ、良い考えだ。そうしよう。

僕は俯き、しゃがんで固まった。



第１９節

「ラクア様、大事なお話がございます」

ベットの淵に座っている私の足元に来て跪きつつミーナが言う。

大事な話、どんな話かな。

「これからラクア様がしなければならない事についてでございます」

ミーナは紙芝居爺さんよろしくな滑らかさで、とんとんと語り始めた。

「ラクア様は闇の世界の支配者となられました。しかし、お体はまだ人間のまま、いえ、人間と

似たような機能を備えた体となっています。つまり食べなければ死ぬ、ということです。それを

大前提としてですが、多分私の申した中で思い当たる部分がおありかと存じます」

ミーナは少し不安げな、若しくは控えているのかと思わせる微笑を顔面に固定させながら上目遣

いで私に訊いているみたい。でも、ミーナの発言を否定使用とは絶対思えない。なぜなら、だな

んて言う必要も無いと思う。想像するだけで身震いがしてきた。

「ええ、相違無いわ」

「ラクア様御自身が御自覚なさっておられるかどうかは分かり兼ねますが、実を申せば、人間と

は食べるもの、栄養を摂取する大元が違うという点でございます。というよりは、違えないとい

けなかったと申した方が良かったかもしれません。この闇の世界では、田畑や果樹園どころか、

川、土、太陽すら存在しません。私もなぜこの空間のみが眩い光を放っているのかという疑問を

解決することができていません。そんな自然、天然のものが全くと申して良いほど存在しないこ

の世界で唯一の食料は人間なのでございます。闇の世界とは違う世界、つまり光の世界で殺人と

いう罪を犯した人間はこの闇の世界へと降って来ます。向こうの世界ではこの世界の事を色々と

失礼な言われ方をされておりますが、正確にはこの世界こそが現実なのでございます。針地獄で

一生生かされ続けるなんて言った夢物語ではなく、単に食われて終了といった構造になっている

のです。夢物語とは、人間からの視点ですがこちらからすればうんこ物語です。なぜなら、そん

な人間で溢れかえっては邪魔なだけなのですから。勿論、人間を食す事が可能な住人は限られて

おります。ラクア様や私達『ロスト』の面々、そして原住者達もその枠に入っております。閑話

休題と致しますが、人間を卑しめる方法がございます。人間を食べる、と言う点で同じところが

ございますので今からご提案いたしますがいかが致しますか」

「話してみて」

つい口が動いてしまった。人間を卑しめる、良い言葉……。

「その提案は……」―――



第２０節

いきなり体が軽くなって、違うぐっ……くるしっ………っ！

「うぅっ…っ！！！うぉわぁああああああぁあ！！！」

体が内側へとみるみるうちに縮まっていく感覚と共に、まるで体内の物体が惜しげもなく滝のよ

うに流れ出していくような―――

あまりの衝撃に、僕はへたり込んでしまった。

地面に座っているにも拘らず今にも逆バンジージャンプよろしく宇宙空間へとまっしぐらに突入

していくかのような気分である。とても妙だ。

何故かゆっくりと立ち上がってみる。そして手をバタバタさせて……。

よかった。地面から離れていないらしい。それを視覚したかと思えばその気分が津波の直前のさ

ざなみがスーッと引くかの様に消失し、今度はバランスを崩してよたよたとしてしまった。

しかし、崩した理由はそれではなく、自分の眼球から送られてきたその情報によるもので―――



第２１節

あたしがラクア様にお仕えする理由、それは、あたし自身を守るため。

あたしは今まで何人もの支配者にお仕えしてきた―――みたい。

代々支配者様は、代替わりをなされる際にあたしの記憶を消していったと聞かされた。

支配者様たちは、『ロスト』で唯一お傍にいるあたしに何か弱みを握られまいと、ご自身の危険

を減らすためと、私の記憶を消すと。

そしてそれは、あたし自身のためでもあると思い続けてきた。

でもそれは違うと気付かせてくださった方こそがケルザス様。ケルザス様はあたしの救い主。

ケルザス様が代替わりなさる直前、あたしをお呼びされ、そして優しく仰った。

「わしはもうそう長くは無い。わしに何か害を及ぼすような情報とやらを知っていたとしても、

お前は何も罰は当たらないだろう。今までの支配者はどうも自分勝手だ。しかし、わしはお前の

記憶を消す真似だけはせんぞ。だから―――」

ケルザス様は本当に温かいお方でした。

でもラクア様の代になったとたん、何かが変わった。

闇の世界が、狂乱・破滅の方向へ向かおうとしている。

否、すでに向かっている。

ケルザス様は仰った。

「支配者の欲こそがこの世界の命運を握っている」

と。

今まで均等に保たれていた２つの世界は、まさに崩れんばかりの勢いで比率が変動している。闇

の世界は、光の世界の３割をすでに飲み込んでいるという。ラクア様の支配欲はあたしの予想を

遥かに超えてあまりにも大きいかった。欲を抑えてもらうよう頭も使った。でも結果は逆効果。

心の奥に秘めていたその欲とこの世界が照らしあわされた結果がこれ。このままでは光の世界が

なくなってしまう。そしてそれは、闇の世界を窮地に追い込ませ、闇の世界までもが終わりを迎

えてしまう。

あたしがなんとかしなければ……そう、できることはある。

私自身を守るため、私の欲はそれだけ。

そう、今こそ―――



第１節

―ピピピピッ、ピピピピ、ピピピピッ―――

なんか、音が――

―ピピピピ、ピピピピピピピピピピピピ!!――

んっ…ん―――。うるさいっ!!

バシッ!!

今日からまた一週間が始まる。昨日は夜更かしをしていたおかげか頭がもやもやする。

上体を起こして、窓を開けると、真っ白な視界とともにバスやトラックの音が体に響いてくる、

そして目が慣れてきて―――今日は雲一つない快晴のようだ。

「気持ちいぃ〜」

うんとのびをして朝食を食べようとベッドから立ち上がった瞬間、背筋が凍りついた。

目覚まし時計が７時５０分を指してる…っ!!!

「っわぁ〜、遅刻するー」

思うや否や窓を閉めて、昨日から開けっ放しだったらしいカーテンを閉めて、急いで制服に着

替え、ワイシャツをスカートに入れつつキッチンにあったあんぱんを片手に玄関のそばに放り投

げてあったかばんを掻っ攫って革靴に足を滑り込ませながらダッシュをかけた。

でも、なぜか今日は、清々しい気分だな、と思った。
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今日も６限の授業がつつがなかく終了し、帰りのホームルームまでの雑然としたその空間で、い

きなり事件は起こった。

「おいみんな、ちょっと聞いてくれ」

声のする方へと、目を何となしに向けてみると、教壇には、細く四角い眼鏡を掛けているにも拘

らず、全くもって「ラグビー選手」宜しくガッチリした体型と、それなりにさっぱりとした顔立

ちの学級委員長、水谷健人が、何が悔しいのか一旦顔を下に下げたと思ったらゆっくりと上げて

、奥歯を噛み締めつつはっきりと、言い放った。

「今からみんなに言うことは、このクラスの中だけでの秘密にしてくれ」

クラスの視線が集中するのを待ってから、声のトーンを下げて

「実は……昨日、この教室の中で盗難があったんだ…」

それは、聞いたことが無い話題だった。空気がきょとんとした方向になっていく前に水谷は、

「昨日は、３限目が体育だっただろう。その後だ……。その盗まれたものが……」

皆から唾を飲み込む音が聞こえてきた。

「それは、俺のパンツなんだぁあああああああああああぁぁあ！！」

いきなり水谷の顔が教壇からすとんと落ちて、泣き崩れた。

………ぱんつ？

「…ぉい、うちのガッコは男子校だよな？」

「ぁ、あぁ、僕はその方向性で正しいと認識しているけれど」

「ってことはマサか……………………っっっっっ！！」

「多分このクラスに委員長のパンツを御所望する『ゲ=イ様』がいらっさるってコトか？』

「そ……、それを………言うなぁああああああああっっ！！」

「水谷」もとい「学級委員長」もとい「ゲイ撲滅対策委員長」はその言葉を最後に「ラグビー男

」２人によって何処かへと担がれて行ってしまった。
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　―――というのは気のせいで、クーラーの利いた部屋を出ればそこに広がるのは７月中旬のな

んたる蒸し暑い情景。

　その真っ只中を激走するのは計画性の皆無なアホとしか思えず、つい数十秒前までの高揚した

ような気分は一息に急落した旨を告げる。

　でも、寝起きの数分間は捨てられないのが私の性で、この如何ともしがたい現状を打開する

術は、「早く起きる」という人間ならばわからないはずがない事実を目の前に己自身で突きつけ

ているむなしさで頭まで痛くなってきたような…。

　

　「まぁ、それでも今日という日が始まっている以上は頑張らなきゃ」

　なんて、呟きつつ、快晴の空の下毎朝よく見かける遅刻ギリギリを行くメンツらと共に学校へ

の一本道を駆け上がって行く。
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　ガラガラガラ。

　「ふー、間に合ったー」

　キーンコーンカーンコーン———

　ギリギリで魔にあったことに対する称賛のチャイムにうっとりしつつ、着席したと同時に担任

の留巣川が入ってきた。

　「起立」

　号令に合わせて立ち上がった途端、担任が見る見るうちに口をあんぐりとさせ、私を凝視した

かと思えば一言、

　「おい荒川、それはイカンだろー」

　『ん？』

　全員が担任の視線をたどって私の方、正確には私の上半身を……

　「え？」

　首を傾げつつ、今度はわたしが皆の視線を辿って自分の上半身に目をやってみると———
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まことに勝手ながら、作者の都合により一時休載とさせていただきます。今後も暖かい目で皆様

に見守っていただければ幸いです。


